
○事業概要（新規性、市場性等）

・アルミニウムは重量に比し強度が強く、導電性でありながら非磁性などの特徴があり、船舶などの
物流機器、窓などの建築設備、電力設備や化学プラント等に広く使われている。
・貯槽、塔、圧力容器等で使用するアルミニウムの中･厚板を溶接する場合、材料同士の開先加工
が必要となり、溶接棒を使用して開先部を埋めた溶接を行う為コスト高という難点があった。
・コア企業の赤星工業(株)は大阪大学や(株)ダイヘンと産学連携で、中・厚板用の溶接装置で、前処
理が不要、開先加工不要、１回の溶接で接合できる新プラズマ溶接(新型溶接電源､トーチ､溶接姿
勢制御)を研究開発してきた。
・連携企業の岩﨑機械工業(株)と連携して溶接姿勢制御ロボットの実用化により、安価でしかも高品
質な新プラズマ溶接方法を実現し、事業化の見通しを得た。

コア企業：赤星工業(株)
（千葉県市原市）
・トーチ設計､電流波形設計
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